
作成日： 2023年　8月　25日

２０２２年度  環 境 経 営 レ ポ ー ト

（対象期間：2022年 4月～2023年 3月）

株式会社 丸 美 佐 藤 組



<環境理念>

　株式会社丸美佐藤組は、「住みよい郷土づくりに貢献すること、技術と信頼の追求と

地域に密着した企業経営を目指し、従業員一丸となり力を合わせてすべての災害を

防止し安全で明るい職場を築く」の企業理念にもとづき、深刻化する環境問題に向き

合いより積極的に全社一丸となって取り組むとともに、環境経営の継続的改善を推進

していきます。

<環境保全への行動指針>

１．建設機械等の燃料使用量の削減に努め、二酸化炭素の排出削減を推進します。

　　・環境に配慮した工法・施工の推進に努めます。

　　・低騒音・低排出ガス仕様の機械の使用を推進します。

　　・エネルギ－の効率的な使用に努めます

２．廃棄物の削減と建設副産物のリサイクル活動の推進をします。

３．働きやすい職場環境の創生に努め、その一環として有給休暇の消化率UPを推進します。

４．技術の継承、従業員の教育等により生産性と品質向上に努めます。

５．地域との環境活動に努めます。

６．関係する環境関連法規制等を遵守します。

７．節水に努めます。

８．全社員に環境経営方針を周知し、社員教育を重ね意識及び能力の向上を図ります。

９．環境経営レポ－トを広く一般に公開します。

　制定日：　２０１８年　　７月　１日

　改定日：　２０２１年　１０月　１日　第３版

株式会社　丸　美　佐　藤　組

　代表取締役　 佐藤　善一　

株式会社丸美佐藤組環境経営方針



Ⅰ.　組織の概要

１.　　名称及び代表者名

株式会社　丸　美　佐　藤　組

　　代表取締役　佐藤　善一

２.　　所在地（従業員数、建屋延べ面積）

本社 青森県青森市けやき１丁目２番８号 ２６名、 １５２．２８ｍ２

資材置場 青森県青森市八幡林字品川22地内

３.　　環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 　　工事部　　對馬　　等 TEL　　017-726-2256

環境担当者 　　総務部　　佐藤　梅子 TEL　　017-726-2256

４.　　事業活動の内容

土木一式工事業、とび・土工・ｺﾝｸﾘ-ﾄ工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、

５.　　事業規模

資本金 ２，０００万円

売上高 ４億７００７万円(令和４年度）

従業員数 ２５人

６.　　事業年度

１月～１２月まで

７.　　認証登録の対象範囲

全サイト、全組織、全活動

８.　　取組の対象期間

令和　４年　４月～令和　５年　３月
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Ⅱ　株式会社丸美佐藤組　EA21実施体制図

下請等の協力会社

・環境経営システムの構築、実施、管理。

・問題点の是正、予防処置の指示・確認。

・環境活動の取組状況を代表者への報告

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

・環境目標、環境活動計画書原案の作成。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・所管事項について環境経営システムを実施し、維持する。

　

・緊急事態への対応のための手順書作成テスト、訓練の実施、記録の作成。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

代表者

代表取締役　佐藤　善一

EA21環境事務局

環境管理責任者

工事部門責任者 総務部門責任者
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（　２０２２年度　）
株式会社　丸　美　佐　藤　組

建設現場責任者

ｴｺｱｸｼｮﾝ21担当者

環境経営システム　役割・責任・権限表

社　　　　　員 社　　　　　員

職名（氏名） 役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任。

・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知

部門責任者

代表取締役　　佐藤　善一 ・環境経営ｼｽﾃﾑの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

・効果的な実施体制の構築

・全体の評価と見直しと指示

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

環境事務局

・環境活動チェック表等の実績集計。

・環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

・環境方針の部内への周知。

・教育訓練の実施

・問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

建設現場責任者(ｴｺｱｸｼｮﾝ担当者) ・新規入場者教育の実施

・作業者(協力業者含む)ｴｺｱｸｼｮﾝ活動協力依頼

事務所



Ⅲ.　環境経営目標とその実績

１.　　主な環境負荷の実績

表１、主な環境負荷等の実績

項目 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

　　　電力使用量 KWｈ 22150 22743 22288

　　　軽油使用量 L 74320 113544 82987

　二酸化炭素総排出量 ㎏－ＣＯ₂ 264104 364764 283029

　産業廃棄物排出量(自社分） ｔ 49 332 2925

　水使用量 ㎥ 199 240 227

（注）二酸化炭素排出量(電力）の算定に使用した排出係数は、0.548kg-CO2／ＫＷｈです。
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2.環境経営目標設定書（　2022年度～　2024年度)

制定日：   2018年 　8月 22日

会社名： 株式会社　丸　美　佐　藤　組 改定日：　 2022年　4月  25日

基準値

2021年度 2 2 2

22,743 22,288 21,842 21,406

2021年度 2 2 2

22,387 21,939 21,500 21,070

2021年度 2 2 2

113,544 111,273 109,048 106,867

2021年度 2 2 2

240 235 230 226

2021年度

97 97 97 97

2021年度

69 70 71 72

- - -

3 3 5 5

１、環境目標は、毎年見直すとともに、事業活動に大きな変更があった場合は、速やかに改定する。　　

２、負荷の自己チェックで環境影響が大きいと判断した項目はすべて目標を設定する。

３、コア指標の二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量は目標設定の必須項目とする。

４、この書類は、環境事務局で保管する。また、全従業員へ伝達する。　　

購入電力の排出係数は、平成28年度実績　H29.12.21環境省・経済産業省公表　東北電力㈱の調整後排出係数0.548

2022年度

基準年度

電力の削減
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地域貢献活
動の推進

地域貢献

軽油の削減

ガソリンの削減

働きやすい
職場環境

有給消化率

環境方針

2023年度

建設副産物
の再資源化

の推進
再資源化率の推進

省エネルギ
―の推進

2024年度

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

水使用量の削減
（生活用水のみのため

ﾃﾞ-ﾀ-管理する）

環境目標項目



　３.　　環境経営目標の実績

表３－１　　当該年度の環境目標の達成状況等(全社)

達成

電力使用量 ＫＷｈ 達成

灯油使用量 Ｌ 未達成

ＬＰＧ使用量 ㎏ 達成

ガソリン使用量 Ｌ 達成

軽油使用量 Ｌ 達成

２．一般廃棄物排出量 達成

未達成

達成

働きやすい職場環境
(有給休暇の消化率)

未達成

件数 達成3
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１％削減
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１．二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂ 364764 ２％削減 357469
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㎥ 240

％
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21007
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2228822743

10.511.2
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111273 82987

％ 97
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２％削減

１%増
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113544
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６．地域貢献活動

ｔ(㎏）

電気使用量については、昨年に続き猛暑であったため4-9月累計の電力量は昨年と同等の数値となりました。11-3月は昨年
並みの豪雪となり、スト－ブの使用頻度が増加したため電気量は前年の94％と削減につながり、灯油が昨年の13％ＵＰとなっ
てしまいました。燃料については、2年続きの豪雪となりましたが除排雪の排雪作業回数が前年より少なく対応できたので、累
計で軽油が前年の74％、ガソリンが前年の96％と抑えることができました。有給休暇の消化率は昨年度は69％の消化率、今
年度は64％の実績となり目標は達成できませんでした。建設リサイクル率においては、大型の解体工事の施工により再生資
源にできない廃棄物が多いため未達成となりました。

503 １％削減

５．働き方改革

21939

４．総排水量（水資源投入量）

2907
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Ⅳ．環境経営活動計画、取組結果とその評価、次年度の取組内容
１.　　環境活動計画、取組結果と次年度の取組内容

①ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレ等の照明は、普段は消
灯し、使用時のみ点灯している

〇

②事務室の照明はLEDを採用し、更に部分照明を実行している 〇

③パソコン、コピー機等のOA機器は、省電力設定にしている 〇

④夜間、休日は、パソコン、プリンターなどの主電源は切っている △

⑤便座の蓋をすることによる待機電力カットをしている。 〇

①建設機械等の作業は、過剰な負荷を掛けないようにしている △

②建設機械等の作業を停止するときは、エンジンを停止してている 〇

③建設機械等は、定期的自主点検の他、施工開始時等に点検を実
行している

〇

④建設機械等の過積載が行われないよう徹底している 〇

⑤エコドライブの励行のため定期的に声がけを行っている △

①紙、金属缶、ガラス瓶、プラスチック、電池等について、分別ボック
スの適正配置等により、ごみの分別を徹底している

〇

②資源ごみがﾘｻｲｸﾙされるよう委託業者等に対して確認している △

①有給休暇取得の推進 〇

②有給休暇の計画的付与 〇

①排出者等に対して情報提供や啓発活動を行っている 〇

②事務所等周辺の景観や生物多様性保全に取り組んでいる 〇

③地域のボランティア活動等に参加し、協力や支援を行っている 〇

④高校生のインタ－シップの受け入れを実施している。 〇

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

　実施されている
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　実施されている

働きやすい職場環境

建設副産物の再資源化
の推進

　実施されている

表４　　主な環境活動計画の内容

環境方針 環境目標項目
次年度の取
組み内容

取　　組　　内　　容

電力の削減

　各項目別に実施さ
れているが、昨年の
豪雪に続き今年度も
雪の量が多かったが
暖房器具の活用方
法を変えて削減につ
ながっている。省

エ
ネ
ル
ギ
ｌ

の
推
進

実施状況の評価

　各項目別に実施さ
れているが、2年連続
の豪雪となりました
が除排雪の排雪作
業回数が前年より少
なく対応できたため
改善となった。

ガソリン・軽油
の削減

　継続

　継続

　継続

　継続

　継続

地域貢献活動の推進



Ⅴ.　　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、

訴訟等の有無

　当社が法的義務を受ける建設リサイクル法・産業廃棄物処理法等の環境関連法規等について、遵守

状況を確認したところ違反はありませんでした。

　また、関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去3年間ありませんでした。

環境関連法規則（環境法規則等遵守チェックリストより抜粋）

法　規　制

建設リサイクル法 第10条 対象建設工事の届け出

廃棄物処理法 第12条5項

第12条9・10項 多量排出事業者の届け出

第12条の3第7項

フロン排出抑制法 第16条 第１種特定製品簡易点検

Ⅵ.　　代表者による全体評価と見直しの結果

　エコアクション21は、H30年7月から取り組みを始めて早いもので5年が経過しました。

活動の見直しをかけ、「数値の見える化」を図り削減努力をしてまいりましたが未だ手探り状態です。

２年続きの豪雪により、電気使用量及び軽油ガソリン等燃料の使用量が大幅に増減しています。

これは、除排雪作業の稼働状況により大きく変動することを目の当たりにした２年間でした。

作業方法の徹底的な効率化を図る対策が急務となりました。

削減目標に向かって全社員一丸となって環境保全活動に取り組んでいきます。

〇

〇

〇

要求事項 遵守状況条項
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産業廃棄物処理は許可業者に
委託する

産業廃棄物管理票交付状況報
告

〇

〇



環境活動の取組状況

＊除雪工区内における清掃活動

側溝には、タバコの吸い殻が沢山！

＊建設業協会　東青地区ゴミ拾い

＊青年の日清掃活動

＊現場事務所資源リサイクル活動
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3 ・ 5 ・ 4 号 堤 町 通 浜 田 線 現 場 事 務 所 常 海 橋 銀 線 交 付 金 現 場 事 務 所



＊緑十字安全朝礼

＊安全祈願及及び永年勤続表彰

勤続　25年間　吉川　清元さん

勤続　25年間　佐藤　梅子さん

勤続　20年間　成田　誠さん

勤続　15年間　舘山　健一さん

勤続　 5年間　木谷　裕二さん

勤続 　5年間　櫻田　良雄さん

＊社内健康測定
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＊安全推進協議会



＊社内安全パトロ－ル
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＊熱中症対策

（ファン付き作業着を着用）



＊インタ－ンシップ（工業高校生徒）
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